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令和２年度第１回富士見町総合教育会議 議事録 

 

 

日 時  令和３年３月１０日（水） 午前１１時００分～午後１２時０５分 

場 所  役場２階 教育長応接室 

出席者  町長 名取重治  教育長 脇坂隆夫 

教育委員   鈴木清 伊藤成八 小林俊一 吉川満美 

子ども課長（小林裕樹） 生涯学習課長（小池美咲） 

総務学校教育係長（小林宏充） 

記録者（矢崎絵里香） 

 

 

１．開  会 

〈小林子ども課長〉 

これより第１回富士見町総合教育会議を始めます。よろしくお願いいたします。 

 

〈名取重治町長〉 

町長と教育部局が町の教育行政について、共通の認識を持っていきましょう、という会

議だと思います。今日はいくつかの案件について協議していただきます。よろしくお願

いいたします。 

 

 

２．確認事項 

（１）富士見町総合教育会議設置要綱について 

（２）富士見町総合教育会議の公開について 

 

３．協  議 

（１）町内児童生徒及び要配慮児童生徒の実態について（非公開） 

 

（２）学校教育施設及び子育て支援施設の今後の方向性について 

〈教育長〉 

「富士見町公共施設等総合管理計画」資料により説明。 

 

小学校のあり方について、検討に入るべきなのか、もう少し様子をみるべきなのか、ま

たは３校統廃合をどのように考えていくべきなのか、今の想いや提案等を意見交換した

い。 

 

〈小林委員〉 

この統廃合の問題が町民の課題意識になっているか。保護者や地域の人たちがこの課題

を正しく理解しているか。というところが大事。 

富士見町にとって学校のあり方は非常に大きな問題だと思う。いろんな人の意見を聞い

たり、積み上げていかなければいけない時間のかかることである。この町の教育をどう

していくかという視点は大事。効率化だけで考えられない問題。可能な限り３校を維持
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したいと私も思う。2026年までに、やらなければいけないことを少しずつ考えていかな

いと 2027年からの本格的な検討に入っていけないと思う。 

 

〈吉川委員〉 

各校にそれぞれの特色があることは「ほっとホット」を読みながらいつも感じている。

町のいろんな人の意見を聞いていくことが大事だと思う。 

 

〈伊藤委員〉 

落合小の統合の時に、地域住民に説明するタイミングが重要だと感じた。 

富士見中ができる時は、南中・高原中がそれぞれ廃校して、新しい学校を創るという意

識があった。 

 

〈鈴木委員〉 

自分は高原中の最後の校長だった。新しい中学校を創るということで、校歌から校章か

ら全て変えた。行事を一緒に参加させるようにして、少しずつ生徒を慣らしていった。 

学校は１つの拠点であるので、当時、境地区の方からは、その拠点がなくなってしまう

ことで、これからどうなるのかというような声を聞いたのが印象に残っている。地域住

民にいかに納得してもらうか、折り合いをつけていくかが大切。 

 

〈教育長〉 

学校と地域との関係、地域住民のこの問題に対する意識、議論を積み重ねていくこと。

どういう教育を目指すか。決して吸収合併ではない。富士見中創立の時も、新しい学校

を創るという意識が大きかったと聞いている。 

 

〈町長〉 

公共施設の統廃合や維持管理というのは、学校だけではなく、橋や道路や図書館、井戸

尻考古館などいろいろある。その中で住民に関心があるのは、やはり学校である。 

来年度からは富士見中の大規模改修が始まる。今ちょうど中学校橋の改修の話も出てい

る。 

公共施設を統廃合していくことが非常に大きな問題だということを、町民の皆さんに

徐々に浸透させていく。 

一昨年、住民懇談会で初めてこの「公共施設再編方針」の話をした。関心があるのはま

だごく一部の人だけ。大きな問題としてテーブルに上げる時期が近くなってきたという

ことを徐々に知っていってもらう。多くの人達に大きな課題であることを知っていただ

く時間が必要。富士見中の大規模改修や中学校橋の改修が今後に醸成されていくとよい。 

 

（３）成人年齢引下げに伴う成人式の対象年齢について 

〈小池生涯学習課長〉 

民法改正により来年、令和 4 年 4 月 1 日より成人年齢が 18 歳に引き下げになる。成人

式の対象年齢について、今回の議会一般質問でもこの話が取り上げられたので、皆様の

ご意見をお聞きして、今後の方向性を探っていきたい。 

ちなみに茅野市、諏訪市においては住民にアンケートを実施。（アンケート結果を提示） 

18歳だとまだその意識にならない、という声が多い。 
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成人式は今は学年（年度切り）で 20歳で行っている。 

 

〈小林委員〉 

数年前から 18 歳で選挙権を行使できるようになり、高校でも選挙の教育等が行われて

いる。18 歳で成人となるのであれば、本来なら 18 歳で成人式を行うべきだと思うが、

20 歳で成人の集いをするとしても、成人としての意識付けをする教育は、18 歳になる

高校で大切にしてほしいと思う。 

 

〈吉川委員〉 

アンケートで意見集約はすべきだと思う。 

 

〈鈴木委員〉 

ただアンケートをするだけでは意味がない。何のための成人式かをしっかりと考える必

要がある。20歳でやるのなら名前を変えてやらないといけない。（20歳の集いなど） 

本来はここで 18歳で成人になるのなら、18歳で成人式をするべき。 

 

〈教育長〉 

アンケートをとるとしたら、その内容や年齢（無作為抽出するか）、これから成人を迎

える方やその親御さんも対象にするなど考えて行う。 

大事な視点をいただいた。 

 

〈町長〉 

貴重なご意見をいただいた。子ども課、生涯学習課それぞれ、ご意見を参考にしながら

次の手を打つ準備をしてまいりたい。引き続き、教育委員さんのお知恵をいただきたい

と思います。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

午後１２時０５分終了 

 

 

 

 

 

 

 

 


